
シリーズ紹介

ホームデンティスト・プロフェッショナルとして歯周治療とメインテナンスを行う際
に理解しておくべき病因論を中心に解説します。病因論は頭に入れておけばよいと考え
る方が多いようですが、大切なことは病因論を毎日の臨床に落とし込むことです。第 1
巻では、病因論を基に、歯周病患者をどのように診ていけばよいかに重点をおいて解説
しています。

第1巻
歯周病の病因論と
歯周治療の考え方

ホームデンティスト・プロフェッショナルは、歯科医師一人で実践できるわけではあ
りません。歯科医院単位で目的やシステムを明確にし、かつ優秀なスタッフを育成する
ことが不可欠です。また、それぞれの歯科医院は地域や環境などが異なるため、歯科医
院の正しいあり方は、決して一つではありません。自分の医院のあり方を環境や変化に
応じて自分で考えていくことが大切です。第2巻では、30歳代、40歳代という若い世
代の歯科医師にも協力を得て、どのようにして歯科医院をつくりあげるかをわかりやす
く解説しています。

第2巻
チーム医療で取り組む
歯科医院づくりの実践

　最も有効な歯周治療は、発症させないことです。しかし、現実には多くの患者が歯周
病に罹患しています。ホームデンティスト・プロフェッショナルでは、「過去のための
治療」すなわち歯周基本治療を正しく、的確に行わねばなりません。それには、豊富な
知識と繊細な技術、患者への配慮が不可欠です。第3巻では20年以上の経験を持つ歯
科衛生士による解説を中心に現場で役立つ情報を満載しています。

第3巻
歯周基本治療の
エッセンスとノウハウ

　歯周基本治療は言わば「過去に対する治療」であり、ゴールではありません。その終
了時がその患者にとって「未来に対する治療」、すなわちメインテナンスのスタートで
す。歯周基本治療により改善された生体と細菌の均衡のバランスを維持することが主な
目的ですが、単にバイオフィルムの破壊だけでは成功しません。10年、20年と経過す
ると加齢の影響だけではなく、患者の人生にも大きな変化が見られることもあります。
そのような患者の人生を受け入れつつ、健康な歯周組織を維持するためには、考え方や
技術、人との関係等あらゆることを考えていかねばなりません。そして、それを実践す
ることこそが、実は歯科医院を成長させていくことになります。第４巻では、メインテ
ナンスの考え方、時間軸に沿った見方を満載しています。

第4巻
メインテナンスの
エッセンスとノウハウ

　歯周治療の考え方が、歯周ポケットや骨欠損の除去から歯周組織と細菌との均衡の回
復と維持に変わってきたように、う蝕治療の意味も、う窩の修復から脱灰と再石灰化の
均衡の改善へと変わってきました。今までう蝕予防と言われてきたことが、本来のう蝕
治療と考えられるようになりました。第5巻では、う蝕の病因論の変遷と共にホームデ
ンティスト・プロフェッショナルとして歯科医院単位で行うべきう蝕治療の考え方と実
践方法を解説します。

第5巻
最新科学が変える
う蝕治療の
コンセプトと実際
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　メインテナンスを適切に行うためには、歯周病の状況や歯周基本治療後の治癒の状態をイメージできて
いることが重要です。ここでは、イラストでイメージ作りをしてみましょう。

2イラストでイメージ・理解する
歯周基本治療

1.

4.

2.

5.

3.

6.

健康な
歯周組織

慢性炎症性組織
（不良肉芽）

急性炎症
（歯肉炎）

まとめ：
歯周炎の感染源

慢性炎症
（歯周炎）

SRP後の
治癒
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　HOME DENTIST PROFESSIONALシリーズの第1巻、第3巻では歯周治療の考え方
を病因論に沿って解説を試みました。しかし、ホームデンティストとして患者の人
生を支えるためには単なる病気を治すという考えだけでは事足りません。第4巻で
は、「歯周疾患を治せる」知識、技術を持ちながら「人」を診ることを伝えたいと思
います。
 　「人を診る」ことは口腔の局所だけを診るのではなく、以下の３つの角度から患
者を診ていくことです。

視野を広げて疾患を捉える1角度

患者の人生を考える2角度

人の気持ちを診る3角度

memo：先生へ
ここももう少しメインテナンスと
からめた表現にされては？

10代

40代

60代

100代
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3その他、メインテナンスで
将来起き得ること

1. 様々な事情で、メインテナンスを離れることも想定しておくべき

　私達は、担当している患者達がずっときてくだ
さるつもりで毎回メインテナンスを行っていま
す。しかし、小さい頃から来ていた子供たちもい
ずれ就職したり結婚したりして離れていきます。
成人の方でも転勤や転居されることもあります。
　このようなことはいつ起こるかわかりません。
なので、頭の片隅にいつか離れていくことを想定
しておくべきです。その時に大切なのは、他の医
院に移っても自分自身でコントロールできるよう
に、基本的なことは伝えておくことです。ブラッ

シングなど患者にあわせたホームケアの方法、
フッ化物配合歯磨剤の使い方、飲食習慣の注意な
どの基本が習慣になっていれば、大きな問題は起
こらないだろうと思います。
　雑誌や広告では、次々と新しい清掃用具や口腔
ケアの商品が開発され紹介されています。一見良
さそうに見えても手に入らなければ役には立ちま
せん。そこで、私達はあまり特殊なことは避け
て、どこに行ってもできる手技や手に入るものを
中心に指導を行っています。

いつでもどこでもできる予防の基本を習慣化することが
メインテナンスの重要な目的の一つ

図000　一生涯メインテナンスができれば理想的だが、現実は厳しい。プラークコントロール、食生活、フッ化物の活用の基
本をメインテナンス中に習慣化しておくことが、患者のその後の人生に大きく寄与する。大事なのは、いつでもどこでもでき
ることを優先すること。

小学生 中学生

メインテナンス

高校生 成人 結婚
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